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船
神
社
と
掛
塚
ま
つ
り

貴

　
町
掛
塚
と
廻
船
問
屋

湊

　
京
都
に
あ
る

貴
船
神
社
は
、

水
を
司
る
神
と

し
て
篤
く
信
仰

さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
こ
の
神

社
が
掛
塚
に
勧

請
さ
れ
、
廻
船

の
航
海
安
全
を

祈
る
神
社
と
し
て
、
廻
船
業
を
営
む
豪
商
や
船

頭
た
ち
の
信
仰
を
集
め
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
貴
船
神
社
の
例
大
祭
は
、
毎
年
十
月
の
第

三
土
曜
、日
曜
日
に
行
わ
れ
ま
す
。祭
り
の
中
心
は
、

日
曜
日
に
行
わ
れ
る
神
輿
渡
御
の
行
列
で
す
が
、

こ
れ
に
供
奉
す
る
九
台
の
屋
台
は
、
廻
船
問
屋
の

財
力
を
背
景
に
造
ら
れ
た
豪
華
な
も
の
で
す
。

　
祭
り
の
起
源
は
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
が
、
先

代
の
神
輿
に
は
「
宝
永
四
年
」（
一
七
〇
七
）

の
朱
漆
の
記
載
が
、
神
輿
に
付
け
ら
れ
た
銅
鏡

に
は「
元
禄
十
年
」（
一
六
九
七
）の
銘
が
あ
り
、

江
戸
初
期
に
は
こ
の
祭
り
が
存
在
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
天
保
十
五
年
（
一
八

四
四
）
の
書
類
に
は
、
神
幸
行
列
に
町
々
屋
台

の
供
奉
が
記
さ
れ
て
い
て
、
江
戸
時
代
の
後
期

に
は
屋
台
が
曳
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
祭
り
に
は
、
随
所
に
湊
町
の
面
影
が
見

ら
れ
ま
す
。
行
列
に
は
「
渡
海
安
全
」「
廻
船

長
久
」
な
ど
の
幟
が
加
わ
り
、
氏
子
か
ら
奉
納

さ
れ
た
御
座
船
「
明
神
丸
」
が
供
奉
し
ま
す
。

ま
た
、「
竹
馬
」
と
呼
ば
れ
る
、
竹
の
バ
レ
ン

を
持
っ
た
先
払
い
が
、
辻
々
を
払
っ
て
行
き
ま

す
。
東
町
の
若
者
が
勤
め
る
役
で
す
が
、
令
和

六
年
に
磐
田
市
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。

　
掛
塚
は
、江
戸

か
ら
明
治
期
に

か
け
て
、
天
竜

川
上
流
の
木
材

を
江
戸
、
大
坂

に
積
み
出
す

湊
町
と
し
て

繁
栄
し
ま
し
た
。

既
に
室
町
時
代

に
は
、
五
山
の
僧
、
万
里
集
九
が
掛
塚
に
滞
在

し
た
記
録
が
残
さ
れ
て
お
り（『
梅
花
無
尽
蔵
』）、

中
世
か
ら
湊
と
し
て
の
機
能
を
備
え
て
い
た
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
町
内
に
は
、
津
倉
家
や
林
家
な
ど
の
廻
船
問

屋
の
建
物
が
残
さ
れ
て
お
り
、
江
戸
の
帰
り
に

積
み
込
ま
れ
た
伊
豆
石
を
使
っ
た
石
蔵
や
石
塀

も
見
ら
れ
ま
す
。
令
和
五
年
に
は
、
旧
津
倉
家

住
宅
（
主
屋
・
応
接
棟
・
土
蔵
）
が
、
国
の
登

録
有
形
文
化
財
と
な
り
、
鶴
谷
家
住
宅
・
旧
掛

塚
郵
便
局
と
あ
わ
せ
、
三
件
六
棟
の
建
物
が
登

録
文
化
財
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
廻
船
問
屋
は
、
江
戸
時
代
に
は
二
十

軒
程
で
し
た
が
、
明
治
期
に
は
四
十
軒
前
後

と
な
り
、
廻
船
は
六
〇
〜
八
〇
艘
を
所
有
し
て
、

深
川
木
場
の
材
木
商
と
盛
ん
に
取
引
を
し
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
天
竜
川
の
川
岸
に
は
、

木
挽
小
屋
（
鋸
で
製
材
す
る
仕
事
場
）
が
並
び
、

ま
ち
に
は
大
工
や
建
具
職
人
が
多
く
住
み
、

木
挽
や
大
工
が
使
う
鋸
を
造
る
鋸
鍛
冶
も
多

く
、
木
材
加
工
の
一
大
拠
点
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。
街
に
は
多
く
の
商
店
が
建
ち
並
び
、

遊
廓
な
ど
も
賑
わ
っ
て
、
近
郷
近
在
か
ら
た

く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
る
こ
の
地
方
の
中
心
地

で
あ
っ
た
の
で
す
。

貴船神社拝殿

廻船問屋旧津倉家住宅

　
塚
ま
つ
り
屋
台
囃
子

　
塚
屋
台
と
立
川
流

掛

掛
　
掛
塚
の
屋
台
は
、
囃
子
を
奏
で
な
が
ら
神
幸

行
列
に
供
奉
す
る
囃
子
屋
台
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
囃
子
は
、
静
岡
県
指
定
の
無
形
民
俗
文
化

財
に
な
っ
て
お
り
、八
曲
が
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
に
は
、
南
北
朝
時
代
に
後
醍
醐
天
皇
の
皇

子
、宗
長
親
王
が
白
羽
の
湊
に
漂
着
し
た
と
き
に
、

親
王
の
家
臣
か
ら
伝
授
さ
れ
た
と
伝
わ
る
「
御
公

卿
（
お
く
げ
ん
）

囃
子
」
が
あ
り

ま
す
。こ
の
曲
は
、

祭
り
が
終
わ
っ

て
屋
台
が
自
町

へ
帰
る
時
に
演

奏
さ
れ
る
曲
で
、

荘
重
な
趣
が
あ

り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
神
楽
囃
子
、
馬
鹿
囃
子
、
出
船
囃

子
、
入
船
囃
子
、
大
庭
囃
子
、
本
囃
子
が
あ
り
、

屋
台
の
動
く
場
面
に
よ
っ
て
曲
目
を
変
え
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
道
中
（
み
ち
）
囃
子
は
、
演

奏
す
る
人
が
屋
台
に
乗
ら
ず
、
道
を
歩
き
な
が

ら
奏
で
る
も
の
で
、
楽
器
も
鼓
、
大
鼓
、
錫
杖

な
ど
が
用
い
ら
れ
る
、
他
の
曲
と
は
一
風
変

わ
っ
た
囃
子
で
す
。
県
内
の
祭
囃
子
の
多
く
は

関
東
系
の
囃
子
で
す
が
、
掛
塚
は
西
か
ら
の
影

響
を
受
け
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
昭
和
四
三
年
に
「
掛
塚
屋
台
囃
子
保
存
会
」

が
結
成
さ
れ
、
以
来
文
化
財
の
継
承
に
努
め
て

い
ま
す
。
小
学
校
で
の
演
奏
指
導
な
ど
、
後
継

者
を
育
成
す
る
活
動
を
は
じ
め
、
関
東
ブ
ロ
ッ

ク
民
俗
芸
能
大
会
へ
の
出
場
や
、「
い
わ
た
大

祭
り
」
な
ど
の
地
元
の
イ
ベ
ン
ト
、
国
際
交
流

活
動
な
ど
へ
の
参
加
を
通
し
て
地
域
の
活
性
化

に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
掛
塚
の
屋
台
は
、
諏
訪
立
川
流
の
影
響
を
強

く
受
け
て
い
ま
す
。
立
川
家
は
、
諏
訪
に
生
ま

れ
た
初
代
冨
棟
か
ら
四
代
冨
惇
ま
で
が
和
四
郎

を
名
乗
り
、
信
州
や
東
海
道
筋
で
優
れ
た
建
築

や
彫
刻
を
残
し
て
い
ま
す
。
立
川
流
の
建
造
物

は
、
信
州
の
諏
訪
大
社
を
始
め
各
地
に
あ
り
ま

す
が
、
県
内
で
は
静
岡
浅
間
神
社
の
彫
刻
を
は

じ
め
、
横
須
賀

の
三
熊
野
神
社

や
見
付
の
淡
海

国
玉
神
社
の
社

殿
な
ど
に
残
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
掛
塚
で
は
、

中
町
の
旧
屋
台

が
、
二
代
冨
昌

の
娘
婿
、
立
川
昌
敬
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
、
新

町
屋
台
の
彫
刻
も
、和
四
郎
が
三
年
か
け
て
作
っ

た
も
の
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。ま
た
、本
町
屋
台
は
、

そ
の
製
作
を
依
頼
さ
れ
た
三
代
冨
重
の
弟
、
専

四
郎
冨
種
が
、
鬼
板
懸
魚
、
欄
間
の
彫
刻
を
手

が
け
、
屋
台
は
掛
塚
の
大
工
、
鈴
木
伝
十
ら
に

任
せ
た
と
い
い
ま
す
。
立
川
流
の
技
を
学
ん
だ

鈴
木
伝
十
は
、
晩
年
砂
町
屋
台
の
彫
刻
を
手
が

け
、
町
外
で
も
高
い
評
価
を
得
ま
し
た
。

　
明
治
十
四
年
に
貴
船
神
社
の
神
輿
を
製
作
し

た
鈴
木
勇
次
郎
は
掛
塚
の
大
工
で
、
多
く
の
弟

子
を
育
て
ま
し
た
が
、
そ
の
う
ち
坂
田
歌
吉
、

平
野
勘
蔵
の
二
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
中
町
・
蟹
町

（
坂
田
）、
横
町
（
平
野
）
の
屋
台
を
製
作
し
、

さ
ら
に
そ
の
子
孫（
小
池
佐
太
郎
・
清
、平
野
孝
・

道
雄
）
も
屋
台
大
工
と
な
っ
て
、
遠
州
地
方
の

多
く
の
屋
台
製
作
に
携
わ
り
、
掛
塚
型
の
屋
台

を
広
め
ま
し
た
。

本町屋台の彫刻。冨種の「八岐大蛇」
（懸魚）と伝十の「虎に獅子」（欄間）
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大
組
（
大
当
町
）

◆
屋
台　

嘉
永
６
年
以
前
の
作
、
作
者
不
詳

◆
彫
刻　

彫
雲
堂
吉
門
・
片
桐
兵
助
「
竜
」

後
藤
岩
五
郎
「
風
神
雷
神
」

立
川
冨
惇
「
松
に
虎
」

◆
天
幕　

桐
に
鳳
凰
・
玉
取
姫
・
月
に
七

つ
兎
（
明
治
３
年
、
大
丸
）

志
組
（
新
町
）

◆
屋
台　

慶
応
２
年
、
立
川
和
四
郎
作
と

伝
え
る

◆
彫
刻　

立
川
「
虎
の
子
渡
し
」
、
「
石
橋

山
の
合
戦
」
、
「
獅
子
の
玉
遊
び
」
、

　

「
粟
穂
に
鶉
」
、
腰
板
に
「
波
に

千
鳥
」

◆
天
幕　

迦
陵
頻
伽
と
飛
竜

可
組
（
蟹
町
）

◆
屋
台　

大
正
６
年　

棟
梁
坂
田
歌
吉

◆
彫
刻　

新
美
常
次
郎
「
日
本
武
尊
と
賊
」
、

林
萬
吉
「
一
の
谷
の
合
戦
」

伊
藤
松
治
郎
「
牛
若
丸
と
弁
慶
」

　

「
八
岐
大
蛇
退
治
」

◆
天
幕　

笑
門
に
福
来
る
（
北
斎
漫
画
）

ひ
組
（
東
町
）

◆
屋
台　

平
成
９
年　

棟
梁
小
池
清

◆
彫
刻　

早
瀬
宏
「
司
馬
公
の
瓶
割
」

　

「
証
誠
寺
」
、
「
狐
の
嫁
入
り
」

　

「
風
神
・
雷
神
」

◆
天
幕　

麒
麟
・
賭
弓
・
川
遊
び

　

（
鳥
獣
戯
画
を
題
材
）

貴
船
神
社
神
輿

◆
製
作　

明
治
14
年　

棟
梁
鈴
木
勇
次
郎

◆
彫
刻　

小
栗
岩
十

◆
銅
鏡　

元
禄
十
年
八
月
の
銘

◆
御
簾　

寛
延
元
年
辰
八
月
の
箱
書

＊
旧
神
輿
が
存
在
し
、
そ
の
部
材
に
「
宝

　

永
四
年
丁
亥
七
月
」
の
記
銘
が
あ
る
。

も
組
（
本
町
＝
元
宿
）

◆
屋
台　

明
治
13
年　

棟
梁
鈴
木
伝
十

◆
彫
刻　

立
川
冨
種
「
八
岐
大
蛇
退
治
」

後
藤
岩
五
郎
「
鞍
馬
の
牛
若
丸
」

鈴
木
伝
十
「
蘭
」、「
獅
子
に
牡
丹
・

竹
に
虎
」
、
「
牛
若
丸
と
弁
慶
」

◆
天
幕　

頼
朝
の
放
し
鶴

◆
先
代
屋
台
は
雄
踏
町
の
二
階
屋
台
と
い
う
。

寿
組
（
砂
町
）

◆
屋
台　

明
治
29
年　

作
者
不
詳

◆
彫
刻　

鈴
木
伝
十
「
獅
子
の
玉
遊
び
」

伊
藤
松
治
郎
「
八
岐
大
蛇
退
治
」

大
村
善
太
郎
・
鈴
木
宇
平
「
九
尾

の
狐
」

◆
天
幕　

竹
に
虎
（
安
政
年
間
）

◆
先
代
屋
台
は
二
階
建
て
で
あ
っ
た
と
い
う
。

な
組
（
中
町
＝
中
宿
）

◆
屋
台　

明
治
39
年　

棟
梁
坂
田
歌
吉

◆
彫
刻　

伊
藤
松
治
郎
「
鐘
馗
の
鬼
退
治
」

　
　
　
　

「
獅
子
に
牡
丹
」
「
熊
襲
退
治
」

早
瀬
利
三
郎
「
司
馬
公
の
瓶
割
」

◆
天
幕　

か
く
れ
里
（
北
斎
漫
画
）

◆
先
代
の
屋
台
は
、
文
久
３
年
立
川
昌
敬
作

よ
組
（
横
町
）

◆
屋
台　

明
治
40
年　

棟
梁
平
野
勘
蔵

◆
彫
刻　

伊
藤
松
治
郎
「
黄
石
公
と
張
良
」

　

「
児
島
高
徳
の
桜
木
の
誓
文
」

大
村
善
太
郎
「
加
藤
清
正
の
虎

退
治
」
野
々
垣
清
三
郎
「
司
馬

公
の
瓶
割
」

◆
天
幕　

五
仙
人

田
組
（
田
町
）

◆
屋
台　

昭
和
27
年　

棟
梁
小
池
佐
太
郎

◆
彫
刻　

浦
部
一
郎　

「
大
江
山
鬼
退
治
」

　

「
張
道
陵
仙
人
」
「
八
岐
大
蛇
退

治
」
「
七
福
神
の
祝
い
舞
」
「
二

十
四
孝
」
「
鐘
馗
」
「
呂
洞
賓
」

◆
天
幕　

南
総
里
見
八
犬
伝

Ｐ

Ｐ

国道１５０号線 掛塚橋 

10/18(日)本祭り

本祭り屋台曳回しルート 

廻船問屋から屋
台を見る 

★ 

神輿渡御

屋台を巧みに

操って、狭い

路地の角を曲

がる技術も見

もの

入船、出船囃子で

勇ましく神社に

曳き込まれ、曳き

出されます。

祭本部

砂町公園トイレ

トイレ
本町公会堂

すみれ公園トイレ

★ 

★ 

登録文化財

「靏谷家住宅」

登録文化財

「旧関家住宅」

宵祭り屋台曳回しルート 

10/17(土)宵祭り

新町公園トイレ

カニ町駐車場トイレ

トイレ

トイレ

トイレ

９台の屋台が境内に集り祭りは最高潮 

見どころ

見どころ

★ 
旧津倉家 

神輿が御仮宮に到着

神輿が御仮宮を出発

屋台が御仮宮に到着

屋台が蟹町を出発

10/18(日)本祭り

本祭り屋台曳回しルート 

御
仮
宮

登録文化財
「旧津倉家住宅」
公開は、両日とも

9時～ 16 時

★ 

13:05

14:05

14:40

15:40

18日（日）　午後

屋 台 の 背 景

は、廻船問屋

や石蔵など湊

町の名残りを

留めた町並

たなかや
登録文化財

「旧掛塚郵便局
局舎・蔵」

蟹町の通りに各町の
屋台が並んで、

1時間余休憩します。

社務所
トイレ
社務所
トイレ

掛塚バス停トイレ掛塚バス停トイレ

「掛塚祭竹馬」 神社到着 11:15
磐田市指定無形民俗文化財

貴
船
神
社

本町上に先頭屋台到着

17日（土）　午後

本町上に屋台全部集合

屋台が神社に向け出発

14:10

15:15

16:00

9:00

10:15

10:30

11:50

12:40

18日（日）　午前
先頭屋台が神社到着
神社に屋台全部集合
大祭祭典の神事斎行
神輿の行列神社を出発
屋台が御仮宮に向け出発

15:35

16:50

19:00

先頭屋台が神社到着

屋台が自町に向け帰還

18 日（日）　夜
神輿が神社に還御

神社に先頭屋台到着

神社に屋台全部集合

宵祭の神事斎行

屋台が自町に向け帰還

17日（土）  夜

16:20

17:30

18:00

19:10

本町

田町

新町

東町

横町

砂町

中町 

大当町 

蟹町


